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「七夕に願いを込めて」 
                                     校長 持田 晃 

 ７月７日（水）は七夕でした。学校では、昨年来、新型コロナウイルス感染症対策として、人が集

まる（密ができる）ことは自粛していました。特に昨年度は、季節感を感じられるような行事は、何

もできなかったようにも思います。今年度は、５月に運動会（運動学習発表会）を実施することがで

き、少しずつ季節を感じる場面ができてきています。 

 そこで、今年は七夕飾りぐらいの心がほっとすることをしたいと思いました。竹は、地域の方にお

願いするといただけることになり、運送までしていただきました。感謝いたします。短冊や飾りつけ

ボランティアの募集は生徒会が行い、７月１日（木）の放課後に飾りつけと設置を行いました。 

さて、短冊には、「旅行がしたい」「マスクを取りたい」「コロナが早く収束しますように」など、こ

れまでの制約のある生活から脱却したい思いが書かれていました。今のような生活に慣れた部分はあ

りますが、やはり先の見通しがもてない苦しさは、引き続いています。１年生の移動教室も、２年生

の校外学習も、３年生の修学旅行も、準備や計画はしっかり行ってきています。いつもであれば、楽

しみに待つことに心を奪われてしまいますが、自己の努力だけではどうにもできない、やり場の無さ

があります。引き続き、新型コロナウイルス感染症に十分に留意し、同居する方や生徒本人がＰＣＲ

検査を受けた場合には、学校までご連絡ください。また、生徒本人が発熱（３７．５度以上）があっ

た場合は無理をせずに外出を控えてください。 

今年の夏は、東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。学校連携観戦は中止となりまし

た。それでもアスリートの努力やスポーツの感動を心から楽

しみたいと思います。陸上競技やバドミントン、卓球に体操、

水泳・・・と心に刻みたい競技もたくさんあります。並行し

て、メジャーリーグも気になるところがあります。また、昨

年度は１６日間の夏休みでした。今年度は３７日間になりま

す。今でしかできないこと、今だからできること、様々です。

有意義な日々を送りましょう。 

皆さんは、心の短冊に、何を願いますか？ 
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校長 持田 晃 

〒183-0027 府中市本町 4-16 

☎ 042-361-9303 

＜保護者の皆様へ＞ 

◆夏季休業日中の三者面談（教育相談）について、どうぞよろしくお願いいたします。 

◆夏季休業日中の学校閉庁日及び土日祝の連絡について 

 今年度は、祝日の変更により、休日が続く日があります。また、学校閉庁日である８月１０日

（火）から１６日（月）（＊８月１０日（火）と１６日（月）を除く）は、自動応答メッセージに

なります。緊急のご連絡の場合は、市役所（０４２－３６４－４１１１）へお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校出前授業とお話を聞く会 

 ３年生は、６月２５日に６つの高校の先生に来てい

ただき、「出前授業とお話を聞く会」を実施しました。

自己の進路選択にあたり、高校の授業を体験するとと

もに、高校の生活や中学生のうちに頑張ってほしいこ

となどのお話を聞きました。 

写真左は体験授業、写真右は各高校の説明 

生徒会選挙がありました。 

 ７月８日に令

和３年度後期の

生徒会選挙があ

りました。 

 今年は、府中

市選挙管理委員

会からお借りし 

た実際に使われている記載台と投票箱を

使用しました。緊張感をもって投票を行

いました。新生徒会の役員の皆さん、こ

れからがんばってください。 

ＳＮＳとの関わり方 ～ファミリｅルール～ 

６月２６日に「ネット・スマホをスマートに使うた

めに」として、ＳＮＳとの関わり方を東京都ファミリ

ｅルールの事務局から講師をお招きし、１年生を対象

に講演を行いました。学校公開として計画をしました

が、コロナ禍のため、１ 

年生のみの実施となりま

した。 

 具体的な事例の紹介や 

加害者にも被害者にもな

ってしまうことなどを考

えました。 

不審者侵入！ ～避難訓練～ 

避難訓練は、月に一度、計画的に実施することになっていま

す。７月の避難訓練は、不審者侵入を想定した対応の訓練を行

いました。 

不審者が侵入し、教職員が声をかけ、退去を求めるが、応じ

ないために、緊急放送を流す。放送が流れると職員が集まる。

その後、生徒は教室の鍵をかけ、侵入を防ぐようにする。とい

う避難訓練です。（写真の不審者役も教職員です。） 

どのような想定の避難訓練でも、生徒だけでなく、教職員の

対応の訓練でもあります。右の写真上は、不審者が侵入し教職

員が声をかけている場面、写真下は、不審者が暴れだしたこと

から、さす股をつかって身柄を確保したところです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆タブレット端末の持ち帰りについて◆ 

 府中市教育委員会では、今年度整備したタブレット端末を一度家に持ち帰ることとしました。 

学校では、ログインの仕方などは一通り実際に行っていますが、自宅でも使用してみてください。 

下記に府中市教育委員会作成のいろいろな使用の仕方を掲載した「こども向け特設サイト」と「問い

合わせのメールアドレス」を掲載します。タブレットは、Wi-Fi 接続で使用できます。 

 

【こども向け特設サイト】https://sites.google.com/edu.fuchu-tokyo.ed.jp/fuchu-site  

 【お問い合わせメールアドレス】gaksido05@city.fuchu.tokyo.jp 

   ※お問い合わせはメールに限り受け付けています。 

交通安全教室を実施 ～スケアードストレイト～ 

７月１５日にスケアードストレイト方式による交

通安全教室を実施しました。これは、スタントマンに

よる交通事故の再現を行うものです。当日は校庭で

行う予定でしたが、前日からの雨により、校庭の状態

がよくないことから、１年生は体育室で行い、２，３

年生は教室でリモートによる交通安全教室となりま

した。府中警察署の交通課長、市役所の地域安全対策

課長も来られ、熱心に演技と話を見聞きしました。 

写真左上：自転車同士の衝突事故の再現 

写真左下：校庭が使用できないため、ＤＶＤによる事故再現の様子。 

写真右下：スタントマンの皆さん。 

交ゴーヤ通信 

すくすくと育っているゴーヤですが、高さは３ｍに達

し、沢山の花が咲き始める中、最初に咲いていた花はすで

に実になっているものも。大きなもので２０㎝ほど、他に

も１５㎝ぐらいや、１０㎝ぐらいのものも。 

７月１５日には、少し収穫もしました。ゴーヤはこれか

らまだまだ成長していきます。楽しみですね。 

お知らせとお願い 



三中生の活躍  受賞おめでとうございます！ 

【東京府中ロータリークラブ「第４７回作文コンクール」】 

 銀賞 １年 笹沼 凛奈  １年 高島 涼   ２年 久保ななみ 

 銅賞 １年 伊藤 然   １年 秋元 莉海  １年 平野 ともみ 

    １年 江口 樹奈  １年 平工 翔一   

    ２年 入田 結愛  ２年 髙橋 遙歌  ２年 松浦 莉子 

 

【陸上競技部】 

 第 7２回東京都中学校地域別陸上競技大会 

女子東部共通四種競技 第７位 記録 1449 点    2 年 F 組 髙橋 桃夏 

第 7４回東京都中学校陸上競技選手権大会 令和 3 年６月 2７日 

男子 2 年 100m  第６位 記録 11 秒 69     ２年 E 組 石田  惇 

男子共通 4×100ｍ 第８位 記録 46 秒 26 

３年 B 組 渡邉 大真   ３年 B 組 片岡 勇人 

                        ３年 A 組 浅見 颯    ２年 E 組 石田  惇 

 第６７回全日本中学校通信陸上競技東京都大会 

  女子共通円盤投   第５位 記録２２ｍ２８  ３年Ｄ組 玉城里乃佳 

  男子 2 年１００ｍ  第２位 記録１１秒６１  ２年Ｅ組 石田  惇 

 

 

「 場数
ば か ず

を踏
ふ

む 」 

                                主任教諭  渡邉 聡子 

 このコラムで紹介される先生方のお話を読むたびに、「人生は出会い」だとつくづく思う。どんな人

に出会うかで人生は変わってくる。私の場合もいくつかの大きな出会いがあった。 

高３の時、特進クラスの中にいて、ただ一人、音楽大学をめざしていた私の進路はやや特殊なもので

あった。「音楽のことは分からないけれど」と言いながら、担任のＴ先生は「モーツァルトの手紙」など

作曲家の書いた本をたくさん読みなさい、と薦めてくれたりした。 

Ｔ先生が言った「場数を踏みなさい」という言葉が今でも心に残っている。初め、「ばかず？…ばか？」

恥ずかしながら、高３でこの言葉を初めて聞いた私は、言葉の意味を理解するのに数秒かかった（余談）。 

先生は、帰りの学活で私が皆の前で歌うコーナーを作ってくれた。自分で弾いてカセットテープ（そ

んな時代です）に録音したピアノ伴奏とデッキを持参し、教室の教卓の前に立ち、その時練習していた

イタリア歌曲や受験曲を歌った。小学校の頃から内気で、授業中に手を挙げるだけでも、ドキドキして

しまうほど引っ込み思案だった私は、最初は緊張で全然うまく歌えなかったが、それでもクラスのみん

なは大きな拍手をしてくれた。 

大学 4 年間では、そう簡単に才能は開花せず、大した成績は残せなかったが、社会人になってからも、

保育園や老人ホーム、友人の結婚式…そんな小さな本番を大切にしてきた。 

先生はもう覚えていないかもしれないが、私を強くしてくれたこの言葉とＴ先生との出会いは、一生の

宝物だ。 

道 徳 の 窓

NO３６ 

 

 


